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六甲山魅力再発見市民セミナー 

市民セミナーVol.117 
ハテナ？から誕生した六甲
連山バイブル/ 東 充 
2014 年 4 月発行 

 

主催：六甲山を活用する会 

協力：兵庫県立人と自然の博物館 

後援：兵庫県神戸県民局、灘区役所、神戸市教育委員会 

【助成金をいただいている機関】順不同 

兵庫県緑化推進協会、花王・みんなの森づくり活動助成、 

自然保護ボランティアファンド、イオン環境財団、 
大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、 

セブン-イレブン記念財団 

 

晴れ空で、ハイカーの姿も増えてきた 

朝の記念碑台の気温は１１℃、タムシバなどが咲く行楽日
和です。午前中は１５名が参加して、散歩道散策とまちっ子
の森整備の二手に分かれて活動しました。２３名が講演に出
席し、延べ２７名が充実した１日を過ごしました。 

震災復興を経て、アーカイブ写真館を運営 

東さんは長田で漬物屋を２０年以上やっていて、震災で家
がつぶれて燃えて、そこから不思議な人生を歩いたと述懐さ
れました。３，５００坪の土地を借り上げて仮設店舗を作り、
１００店舗の管理運営をされています。その後、長田区役所
の手伝いで、５万点の写真を整理され、火事で燃えた資料を
収集し直す意欲を高められました。 

さらに神戸市から委託されて５０～６０万点の資料の整
理保存に携わっておられます。それがきっかけで、アーカイ
ブ写真館の設立につながって 

います。「パソコンもろくに 

出来ん男が、写真の整理保存 

を自己流でやり始めた。たま 

たま六甲山に登って写真を撮 

りまくったのを整理したのが 

この本につながった」と、背 

景を語っておられます。 

「登山はまったくの素人」の連発に、感嘆の笑い 

６０歳になった時に、神戸市の若い子と初めて山に登っ
て、全山縦走に行くために練習をされた。その際によく道を
間違えて、「この道はどこへ下りて行くんかな？」と疑問を
持ったのが発端になっています。平成１８年１１月２３日に
縦走を完走し、翌年１月から５年におよぶ山歩きを続けられ
たとのことです。「ふつうの人は山頂に登って、目的地を見
て一杯飲んで帰る。僕の場合は、道があれば下りていき、ま
た戻るという繰り返し」と、冒頭から意外性に富んだお話に
参加者は引き寄せられていきました。 

講師：東 充さん プロフィール 

1944（昭19）年生まれ、69歳、神戸市
出身。1995 年の阪神淡路大震災により
廃業し、神戸市都市整備公社の嘱託と
して震災復興事業に取り組む。2003 年
神戸長田コンベンション協議会を設立
し、震災によって焼失した様々な写真
の収集及び整理保存に取り組み、2012
年神戸アーカイブ写真館の管理運営を
委託される。 

 

 

第１１７回テーマ 

ハテナ“？”から誕生し
た六甲連山バイブル 

●六甲連山バイブルはどのように

して生まれたのか！ 

●山にはまったくの素人が登ると

感動と発見と疑問の連続！ 

●六甲連山バイブルの見どころは！ 

不思議な三角点を見てからは三角点ばかり３５個所を一
通り調べる。６８の滝、岩、神社、ダム、疑問や感動の連
続で、納得いくまで調べる。「気の遠くなるような作業で
す。皆さんあきれてると思います」の言葉に一同大笑い。 

登山道については、行き止まりも調べて書いた、わかり
にくい登山口は拡大図を書いた。自分が欲しい地図を自分
で作ることになったと、端的に本の特徴を述べられました。 
終盤は、写真の整理についても詳しく解説していただき

ました。みんなが持っているエクセルとパワーポイントだ
けを使って、整理されているとのことで、素人の目線を大
切にされる姿勢を実感できました。 

素直な疑問や好奇心を大切にしたい 

１１７回の市民セミナーで、会場がため息や笑いでこん
なに賑わったのは珍しいことです。東さんが「素人だから」
と紹介される実践内容に共感が高まったのです。頭でっか
ちになって忘れがちな、素直な疑問や好奇心がほとばしる
様子を目にすることができ、大きな教訓を見出しました。 

※詳しくは、１・２ページをお読みください。 
 

実施日：平成２６年４月１９日（土） 

     午前１０時～ 午後３時３０分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

まちっ子の森 

 

高取山の三角点が一番豪華 

 灘で生まれ育ち、小中高と学校の遠足 

や耐寒登山でなじみのある六甲山系。し 

かし、人について歩くだけで、自ら登山 

道について調べたりということのなかっ 

た私にとって、六甲連山バイブルは衝撃 

的でした。まさに魅力再発見というべき、 

充実した内容。実際に歩いて収集した資料は読むだけで
何日かかるやら。そんなバイブルの中から、かいつまん
でお話を聞かせていただき、皆さん熱心に聞いておられ
たように思います。 

 

参加の感想  堀 誠澄 さん 

 

『六甲連山バイブル』全５巻 
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変なものがあればすぐに飛びついた。登山道には名
前が付いている、何でこんな名前やと疑問が湧いて、
調べるという繰り返しをした。どんな本を見ても六甲
山になんぼ山頂があるのか書いていない。地元の人し
か知らない名前もあるようで、僕自身は７９の山頂を
全部行った。一番低い山頂は諏訪山１５１ｍとか、登
りにくい山は剣山とか、山の「いわれ」も面白い。 

■次々に疑問が涌く、そして調べる繰り返し 

●三角点：旗振山にあるの 

は、埋もれて枠で囲んで 

ある不思議な三角点だっ 

た。それが初めで三角点 

ばかり調べた。一番豪華 

なのは高取の三角点（表 

紙写真）で、イスとテー 

ブル付のすごいやつだ。 

●地図：神戸市が発行している六甲縦走地図しか持っ
ていない。図面もそれを使ってはめ込んでいる。 

●滝：名前のあるのが６８ほどある。一番大きい布引
の滝、小さい小便滝は知られているが、大雨と放水
の時だけの滝や行者が打たれる滝も調べた。 

●岩：岩と名前が一致しな 
いので何度も足を運んだ。 
荒地山ボルダーでは写真 
を撮って、地図とにらみ 
合わせて、結局地図まで 
作ってしまった。北山ボ 
ルダーも３つのエリアに 
わけて地図を作った。 

●神社：神社もいっぱいある。南側に多いのは八幡神
社で、北側には山王神社が多い。野仏も、四国８８
ケ所、西国３３ケ所も多い。８８ケ所は９つの寺が
持っている。神呪寺の８８ケ所の地図がなかったの
で自分が作った。 

●ダム：鎧積みダムを見た時 
は感動でした。スリットダ 
ムや格子ダムを初めて見て、 
非常に楽しくなって川を上 
がっていった。 

●登山道の地図：一般の本に 

は書いていない道がいっぱ 

いある。危ない道には道標が立っていない、自分が
行って確かめて分かる範囲で細かく書いていった。
登山口については分かりにくいので拡大図を作っ
た。谷上や須磨で登山口を探すのは大変だ。曲がり

●六甲連山バイブルはどのようにして  
生まれたのか！ 

●山にはまったくの素人が登ると感動
と発見と疑問の連続！ 

●六甲連山バイブルの見どころは！ 

 

 

 

市民セミナー 
１．あいさつ：１０：００～１０：１０ 
２．野外観察：１０：１０～１２：００ 
３．講  演：１３：００～１４：４０ 
４．交流会 ：１４：４０～１５：３０ 
 

第１１７回テーマ：ハテナ“？”から誕生した六甲連山バイブル 

第１１７回市民セミナーの流れ 

 

講演の挨拶（東 充さん） 

 山は本当に素人です。６０歳にな 
って初めて山に登って、「この道は 
どこへ下りていくのか？」という疑 
問から、こんな本ができた。皆さん 
の方が山に詳しい、初心者が作った 
ということでご理解ください。 

講演内容 

１．六甲連山バイブルはどのようにして生  

まれたのか！ 

■震災復興から「アーカイブ写真館」設立 
神戸市の整備公社で震災 

復興に関わって以降、長田 
区役所の手伝いをして、倉 
庫で写真のネガを１０箱く 
らい発見した。それで約５ 
万点の写真を整理した。神 
戸市の本庁からも声がかか 
り、地下に行くと山のような約６０箱、５０～６０
万点の資料が眠っていた。約７ヶ月かけて８人を雇
って全部整理したら、神戸市文書館からも資料１万
点のデジタル化を依頼された。このように写真の整
理保存したことが、アーカイブ写真館の設立につな
がった。この本の自費出版にもつながっている。 

■６０歳の転機で「初心者クラブ」 
６０歳になった時、神戸市の若い子たちと「初心

者クラブ」を作って、山に登りだした。鉢伏山から
始めて、全山縦走の練習をするようになった。平成
１８年１１月２３日に、一番若い人と死にかけの年
寄りの２人が完走した。（笑い） 

■全山縦走から５年かけて踏査した 
全山縦走の翌年１月から、「この道はどこに下り 

ていくのかな？」という疑問から、山を歩き出し 
た。塩屋の縦走路から写真を撮って歩き出すと、歴
史や史跡にも関心が涌き、神社や史跡に立ち寄る。
旗振山に登る、山頂や三角点にも疑問を持つ。 
何かあると写真を撮って調べてみる。次から次に

不思議なものが現れてきた。道があると下りてい
く、また戻るという繰り返しをした。六甲山の縦走
を開始して４年から５年かけて、最後に宝塚の塩尾
寺に行った。 

２．山にはまったくの素人が登ると感動と

発見と疑問の連続！ 

■登山道の名前に疑問 

東さん 

初めての六甲全山縦走 

アーカイブ資料館 

荒地山ボルダー 

 

三角点 

鎧積みダム 
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角に来てわかりにくいと 

ころは写真を付けている。 

写真だけでも７～８千枚 

使っている。 

■「六甲山展」が本を作 

るきっかけ 
 六甲山の歴史は明治どころか、もっと昔からある。
この間「六甲山展」をアーカイブ写真館で開催した。
いろんな写真と年表を付けて紹介した。これを見た
来館者から、「六甲連山バイブル」を出版することを
勧められた。登山のものを分類して作ったのが今の
本で、写真を整理保存するという作業をやっていた
のが大きい。 
●六甲連山バイブル（登山編）：六甲山の塩屋から宝
塚まで４００の登山道をを掲載、５巻の基幹冊子。 

 六甲連山の登山道４００、六甲連山縦走ブロック
別登山地図、六甲全山縦走路ブロック別所要時間、
六甲連山の登山口・公園などの拡大図、六甲連山
に係る由来・いわれ・伝説・民話等、六甲山の歴
史変遷（古代から平成２０年） 

３．六甲連山バイブルの見どころは！ 

■六甲山の写真の整理の仕方 

●六甲の登山道を１０のブロックに：六甲山の写真

をどのように整理をしているか、「六甲連山写真

集」の中にある「六甲連山バイブル」が基になっ

ている、「六甲の登山道」ばっかりの写真を１０に

分けた。（持参のハードディスクを開いて説明） 
「西六甲」を開けると、「塩屋道、須磨道、・・・」 
という具合に分かれ、「塩屋道」を開けると、「塩
屋道の縦走路、塩屋東道、梅花道・・・」が出る。 

●六甲の景観：西の鉢伏山から東の宝塚まで、景色

いいとこばっかり何千枚も撮って、「景観編」とい

うのにしている。 
●山頂の写真：山頂名ばかり７９を整理している。
山頂で写真を撮ったら、必ず記憶のあるうちに山
頂名を書くようにしている。時間が経つとわから
なくなってしまう。 

市民セミナーVol.117 
ハテナ？から誕生した六甲
連山バイブル/ 東 充 
2014 年 4 月発行 

 

◆参加者の声 
・素朴な疑問からここまでのものを作り上げられたのは、頭が

下がります。私も参考にしたいです。 
・「すごい」「すごい」新しい発見、もうけた講演だ！ 
・数ある写真をデジタル化し、整理する苦労も理解できた。 

・ぜひ、アーカイブ写真館に行ってみたい。 

・会の山道整備や樹木の手入れは、いい取り組みだと思う。 

◆参加者：２７名（５０音順・敬称略、午前のみゴシック4名） 

東  充  天野征一郎 泉 美代子 伊谷 正弘 牛飼 勇太 
岡本 正美 岡谷 恒雄 兼貞 力  柴田 昭彦 志茂坂博行  
鈴木 紀生 關   善治 徳見 健一 堂馬 英二 長江 昭一 
西山紀代香 西山 武  西山 弘  福永 一登 藤岡 弘充 
堀  誠澄 前田 康男 松井 照雄 森主 大資 森本 良子  

山下 博邦 山田 喜義 

 

◆参考・配布資料など 

・パワーポイント：「『ハテナ“？”』から誕生した六甲
連山バイブル」、同上配布資料 

・講演補足資料：写真各種、ＨＤデータ 
・図書など：『六甲連山バイブル』全５巻（關氏回覧） 
・参考資料：神戸アーカイブ写真館パンフレット、六甲
連山バイブル全五巻発売・チラシ（登山道編、山頂・
三角点編、滝・奇岩編、景観編、神社・仏閣編） 

東 充：あずま みつる 

神戸アーカイブ写真館 代表 

〒653-0042 神戸市長田区二葉町 7 丁目 1-18

電話：078-642-2355  FAX：078-642-2355 
E-mail：kobenagatacc@abeam.ocn.ne.jp 

●神呪寺八十八個所の礼拝所： 
甲山の神呪寺で八十八ケ 
所を回ろうとして、１枚 
ものの案内図を求めたら 
なかった。そこで、歩い 
て調べて一個一個の写真 
を撮って作った。気の遠 
くなるようなことをやった。 

■自分が欲しい地図を自分で作った 
 皆さんあきれていると思いますが、素人がやるとこ
うなる。素人でなかったらこんなことをしません。一
つ一つの道が全体でわかるようなものが必要だと思っ
た。自分でわかりやすい地図を作らないと、他の地図
をみても分からない。要は歩きながら、分かりやすい
自分の地図を作った。４００の道を９０枚に収めた。 

質疑・応答 
●深みにはまっていらっしゃいますか： 
深みよりも横なんです。一つの区切りが済めば次に

行くというやり方をしている。登山が趣味で山に上が
っているわけではないので。 
●ソフトは何を使われていますか： 
表だけがエクセルで、パワーポイントだけを使って

います。みんなが使えるソフトにした。パワーポイン
トは本やパネルになる、地図も作っている。表と写真
は全部、リンクさせている。 

まとめ(東さん) 
 初心者でこのように一匹オオカミのように調
べただけですが、六甲にからんでいろんな人と出
会えることができたのが良かった。六甲のことは
できるだけ、皆さんと一緒にこれからもお役に立
てることがあればやりたい。 

事務局より 
 当会でも素人の関心を大事にしながら、多彩な市民
セミナーを開催して、『六甲山物語』を刊行していま
す。東さんの『六甲連山バイブル』と一脈通じるもの
を感じます。素朴な疑問や関心を持つことと、それを
地道に整理することから、目を見張るような逸品が出
来上がるのを出席者全員が学びました。 

水無尾根道 

６８・６９番景観 


